
特集 ばれいしょ

鹿児島県におけるばれいしょ生産の概要

鹿児島県農政部農産園芸課

１．はじめに
鹿児島県は南北約600km、東西約270kmの地理
的広がりと年平均気温15℃～23℃までの幅広い気
象条件を有しており、全国２位の広大な畑地と温
暖な気象条件を活かして、畜産、野菜、花き、茶
などの生産が盛んに行われてい
ます。
平成20年度の農業産出額は
4,151億円で全国４位となって
おり、野菜については、約600億
円（14％）で、畜産に次いで、
耕種部門で１位となっていま
す。
中でもばれいしょは、他産地
では、貯蔵ばれいしょが主体と
なる１月～５月にかけて、掘り
たてで、新鮮なばれいしょの出

荷が可能となっており、春を呼ぶ季節商材（新じゃ
が）として消費地の評価が高く、高単価の期待で
きる品目として取り組まれ、現在、生産量は北海
道、長崎に次ぐ全国３位を誇っています。

２．ばれいしょ生産の概況
（１）栽培面積及び生産量
平成20年のばれいしょの産出額は約97億円で、

本県の野菜産出額の16％を占めており、本県野菜
の第１位品目となっています。作付面積は、価格
等の影響により年次差はあるものの、近年
4,400ha 前後、生産量は、約９万トンで推移して
います。
（２）品種と作型（リレー出荷）
栽培品種は、多収の中晩性品種「ニシユタカ」

（45％）が主力品種であり、その他に「メークイン」、
「ホッカイコガネ」、「農林１号」、「デジマ」、加工
用として「トヨシロ」などが、栽培されています。
本県では、地理的広がりによる温度差を利用し

たリレー出荷の取組が行われており、作型は図３
に示すように、南西諸島から県本土間の出荷バト
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図１ 本県の野菜産出額の内容
（資料）農林水産省「生産農業所得統計」
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図２ 「作付面積・生産量の推移」
（資料）農林水産統計



ンが渡っていくことで、12月から５月まで、安定
した出荷を行っています。
（３）安心・安全への取組
本県では、市場や消費地から高く評価され、県

内他産地のモデルとなる優れた産地を「かごしま
ブランド産地」として指定しており、本県ばれい

しょの主力産地である「沖永良
部」「長島地区」、「なんぐう地区」
などが指定されています。
さらに、これらのブランド産

地と「種子島」、「徳之島」など
のばれいしょ主力産地では、農
林水産省が進める GAP を取り
入れた「かごしまの農林水産物
認証制度（K-GAP）」の認証を

取得するなど、安心・安全なばれいしょ生産に取
り組んでいます。

３．生産性向上に向けた取組
（１）産地課題解決への取組
本県のばれいしょ生産は、複合経営の１品目と

して栽培される例が多いことから、作付規模が小
さく、近年は、高齢化による生産者の減少により、
産地の弱体化が懸念されています。さらに本土地
域での霜害や、赤土ばれいしょに代表される奄美
地域では、粘土質の強い土壌であるため、降雨後
の収穫が困難であったり、冬場特有の強い季節風
の影響で病害が発生するなどの気象災害を受けや
すく、ばれいしょの生産・出荷は不安定な状況に
あります。
このため、本県では、土壌や気象条件を克服す

るための生産技術の向上と植付・収穫作業等の機
械化による規模拡大に取り組んでいます。ここで
は、具体的な取組について説明していきます。
（２）霜害予防と防風対策
地域の気象条件を考慮した作付体系による霜害

の回避や防風ネットの設置による季節風対策など
を実施することで、これらの被害を軽減し、生産
安定に努めています。
（３）土づくり
県内主要産地の土壌は、重粘性土壌や酸性土壌

が多く、また、連作に伴う病害の発生等により、
生産性の低下も懸念されています。産地では、生
産性の低下を防ぐため、他作物との輪作や堆肥、
緑肥作物などの有機物施用、深耕による土づくり
や土壌診断に基づいた肥培管理を行うとともに、
局所施肥等により、化学肥料の低減に努めていま
す。
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図４ ブランドマーク

図５ 県認証マーク
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（４）経営体の育成による産地形成
小規模農家主体であった本県の生産は、機械化
体系の確立により、栽培規模が１ヘクタール以上
の生産者割合が、平成７年は、６％であったが、
平成17年には15％にまで拡大しています。大規模
農家では自走式ハーベスタが導入されるなど、植
付から収穫までの機械化により労働時間もかなり
短縮され、近年、10ヘクタール以上の大規模経営
体も育成されるなど規模拡大が進んできていま
す。また、高齢農家等への対応として、収穫作業
等の重労働に他業種（建設業者）が参加するなど
の作業受委託も行われ、産地の維持発展に繋がっ
ています。
（５）環境と調和した農薬低減技術
ばれいしょの病害で特に問題となるのがそうか

病ですが、県内では、米ぬかやフスマなどの有機
物の投入を行い、土着菌等を増加させることで、
そうか病の発生を抑えるなど、土壌消毒剤に頼ら
ない防除技術が普及しています。有機物の投入効
果は高く、試験研究機関や産地の実証試験等にお
いても確認されています。
（６）選果と出荷
本県の主要産地のばれいしょ出荷箱には、生産

者番号やほ場番号等を印字するなど、トレーサビ
リティにも対応できる体制が取られており、また、
仮に残留農薬等の問題が発生した場合でも迅速な
対応が行える管理体制も整えています。
出荷先は、京浜、中京、京阪神が中心ですが、
他に中四国、九州等にも出荷され、本県の春野菜

の代表として流通しています。輸送はトラック、
又は JR コンテナによる陸上輸送や海上輸送によ
り各市場に送られています。

５．種いも自給に向けた取組
本県は、北海道や長崎などの採種地域の種ばれ

いしょを利用した生産が行われていますが、一部
産地において、種いもの自給に向けた取組が始まっ
ています。その目的は、生産コストの低減と産地
内の早期作型における良質種いもの安定確保を図
るためであり、現在、生産体制の確立に向けた技術
検討、検査体制整備に取り組んでいるところです。

６．おわりに
本県のばれいしょは、赤土土壌で栽培されるも

のが多く、きれいな色ときめこまやかな肌が自慢
です。また、収穫後すぐに出荷されるため、鮮度
が高く、その品質は高く評価されています。
ばれいしょ産地が数多くある中で、消費者からの
信頼を更に高めるため、今後とも「かごしまの農林
水産物認証制度」への取組強化により、安心・安全
なばれいしょ産地としての評価を高めるとともに、
消費地での販売促進活動等を通じ積極的な情報発
信を行い、鹿児島のばれいしょの知名度をさらに高
めることが重要であると考えます。また、産地にお
ける出荷調整等貯蔵施設の活用を図り、定時・定
量の出荷体制の整備を行うとともに、ばれいしょ専
作経営体等の大規模生産者を育成することが、足
腰の強い産地の確立に繋がると考えています。

特産種苗 第７号
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写真２ 本県ブランド産地のばれいしょ写真１ 防風ネットの設置状況


